
令和４年４月１日 

様式第 1号 

令和４年度 学校経営計画書 

 

学校番号 50 学校名 静岡県立島田工業高等学校 校長名 石川  徹 

１ 目指す学校像 

 (1) 教育目標 

校訓「璞磨 ～誠実・叡智・創造～」のもと、社会の発展に寄与し、時代の変化に柔軟に対 

応できる技術者の育成を目標に、「東海道随一の工業高校」を目指す。 

 ア 産業界の進展に応じ、明るく健康で、教養豊かな、創造性に富む技術者を育成する。 

 イ 誠実で礼儀正しく、互いに協力できる人を育成する。 

 ウ 自主的に学び、勤労を尊び、努力を惜しまぬ人を育成する。 

(2) 目標具現化の柱 

  ア 「自立・協働」の精神のもと、生活習慣を確立し人間としての基礎力を育成する。 

イ 普通教科と工業各科において教科横断的な授業改善を行い、基礎学力の定着とこれを活用す

る能力を育成する。 

  ウ 将来の工業技術者としての基礎を育成するとともに、資格取得や国際理解教育を推進し、学

び続ける技術者を育成する。 

  エ キャリア教育を実践し、各々が高い志をもち主体的に自己実現を果たしていく生徒を育成す

る。 

  オ 安全教育・防災教育・環境教育の実践による理解の定着と深化を図り、幅広い知見を身に付

けさせる。 

  カ ICT を活用した効果的な教育活動を研究・推進する。また、教育の質を確保しつつ業務改善

を推進しその適正化を図る。 

  キ 積極的な情報発信や連携により地域との協調を促進させ、信頼される学校作りを推進する。 

  ク 組織的な業務改善を推進し、生徒に向き合う時間の確保と教職員の心身の健康及び保持増進

につとめる。 
２ 本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 
 取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 担当部署 

ア 「自立・協働」の精神
のもと、生活習慣を確
立し人間としての基礎
力を育成する。 

登校指導はじめ日常の指
導をとおして、生活習慣を
確立させる。特別な支援を
必要な生徒について、合理
的な配慮をしていく。 
 

生徒ｱﾝｹｰﾄにおいて、「挨拶が
しっかりできている」｢場に
応じた着こなしを心掛けて
いる｣と答える生徒 100％、
遅刻者１日１人以内とする。 

生徒 
学年 
保健 
教務 

こころと身体のﾁｪｯｸﾘｽﾄ調査
と学校生活ｱﾝｹｰﾄを実施し、
結果を共有していく。 

部活動への積極的な参加
をとおしてｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力
を育成するとともにたく
ましい精神を育てる。 

部活動への加入率 95％以上
とする。 

生徒 

全国大会出場２種目以上 
東海大会出場３種目以上 
県大会出場 10部活以上 

自主性・社会性を育てるた
め行事・生徒会活動を生徒
主体に活性化する。 

生徒ｱﾝｹｰﾄにおいて、「各種行
事で協力し合っている」と答
える生徒 90％以上とする。 

朝読書等をとおして豊か
な感性を育む 

図書館の利用者数を延べ
3000 人とする。 

図書 

イ 学習習慣を定着させ、
基礎学力の向上とこれ
を活用する能力の育成
を図る。 

１Ｐノートを活用し学習
習慣を定着させるととも
に、主体的に取り組む生徒
を育てる。 

生徒ｱﾝｹｰﾄにおいて、家庭で
の学習平均時間 60 分以上と
答える生徒 50％、課題や提
出物を提出していると答え
る生徒 95％とする。 

教務 
教科 
学科 

学びの基礎診断を定期的
に実施し、学習状況を把握
するとともに、学習力の向

学習到達度判定において、学
習力の低い（Ｄｿﾞｰﾝ）生徒の
人数を減少させる。 

教務 
学年 
全体 



上を努める。 

ＧＩＧＡｽｸｰﾙ構想の実現
に向けて、教育用ｸﾗｳﾄﾞｻｰ
ﾋﾞｽの活用を促進する。 

学習系ｸﾗｳﾄﾞｻｰﾋﾞｽ(ＧＷＳな
ど)を授業や部活動で活用し
ている教員 60%以上とする。 

教務 

指導力向上に向けて、校内
研修を充実させ、学習会へ
の参加を促す。 

授業改善や ICT 活用に関す
る研修を４回以上実施する。 

教務 

ウ 将来の工業技術者とし
て必要な基礎知識と技
術を身に付けさせ、高
度な技術に挑戦する意
欲を育てるとともに、
国際理解教育を進め
る。 

実習や課題研究をとおし
てものづくりの手法を学
び、ｱｲﾃﾞｱを形にする体験
をさせる。 

課題研究論文集を作成し、校
内での学習成果の情報共有
を図る。 

工業科 
全体 

資格取得のための補習等
を積極的に実施する。 
 

１人１資格以上の取得（合
格）。ｼﾞｭﾆｱﾏｲｽﾀｰにおいて、
各科ｺﾞｰﾙﾄﾞ・ｼﾙﾊﾞｰ合せて４
名以上取得する。 

全学科において、工業系の
各種大会に積極的に参加
する。 

工業系各種県大会において
５団体以上が上位入賞する。 

エ ３年間を見据えた進路
計画に基づき、個に応
じた進路目標の設定と
その達成を目指す。 
 

進路説明会、LHR 等を活用
し志を育む進路指導を充
実させる。 

学校紹介就職内定率 100％ 
公務員 15 名以上合格もしく
は希望者 85％以上合格 

進路 
学年 

進路検討会を充実させ、進
学希望者の指導を組織的
に行う。 

国公立大学への受験者が前
年度を上回る。 

全体 
進路 
学年 

ｷｬﾘｱ教育として職業研究
やｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟを充実させ
る。 

生徒ｱﾝｹｰﾄにおいて、進路目
標の早期作成に取組んでい
ると答える生徒 83％以上と
する。 

１ ･ ２ 学
年工業科 
進路 

進学説明会を充実させ、進
学希望者の指導を組織的
に行う。 

上級学校進学希望者 100%実
現。進学者のうち指定校推薦
以外の受験者が前年度を上
回る。 

進路 

オ 教職員が豊かな知識や
高い技術を身に付け、
生徒に社会生活を営む
上での幅広い知見を身
に付けさせる。 

実践をとおして危機管理
能力を高める。 

安全防災意識を高めるため
学期ごと講話等行う。 

生徒 
総務 

将来の技術者に不可欠な
地球環境を意識した態度
を身に付けさせる。 

校内環境整備の徹底と、資源
の節約意識を定着させる。 

保健 
工業科 
事務 

教職員が豊かな知識や高
い技術を身につけるため
の研修を実施する。 

校内研修を５回以上実施す
る。 

教務 
保健 
教育相談 

カ 教育の情報化等の整備
を進め、教育の質を確
保しつつ業務改善を推
進しその適正化を図
る。 

授業の改善等における ICT
活用や校務の情報化を推
進する。 

生徒ｱﾝｹｰﾄにおいて、「学校は
ICT を取り入れた授業に努
めている」と答える生徒
80％以上とする。 

教務 
研修 

効率的に教育効果を上げ
る取り組みを行う。 

休暇取得促進日を９割以上
の職員が取得する。 

全体 

キ 地元小学校・中学校、
保護者、地域住民と積
極的に連携することを
とおして、信頼される
学校を目指す。 

地域との連携を推進する
とともに、広報活動を充実
する。 

地元小・中学校への出前授業
やものづくり教室を年７回
以上実施する。 

工業科 
 
 

理事会、ＰＴＡだよりを通し
て確実に情報を公開する。保
護者参加行事の環境を整え
る。 

総務 
 

保護者ｱﾝｹｰﾄで｢学校はﾎｰﾑﾍﾟ
ｰｼﾞ等は定期的に更新してい
る｣と答える保護者の割合が
80％、島工通信を年５回以上
発行する。 

全体 
教務 

ク 教育の質を保持しなが
らも教職員の負担の軽
減を推進し、教職員の

外部の専門人材との連携、
協働等、人的資源の活用に
努め、教員の勤務時間削減

文化の匠、ＳＣ、部活動支援
員等の外部人材を４人以上
配置する。 

管理職 



心身の健康の保持増進
を図る。 

に繋げる。 教員１人あたり週 45 分の時
間外勤務の削減を実現する。 

職員の不祥事を根絶する。 根絶に向けての研修を 10 回
以上実施する。 

全体 
研修 

 


